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学位論文要 旨
Antfauna,abundanceandseasonalchangesinsPeciescompositionandinnumberofindividualantspecieswe１℃
investigatedusingpitfalltIapsinsmaUyaldsinBogorandCibinongWestJava,IndonesiaRegularsamplingwas
calTiedoutweeklyorbiweeklyfOr３．５yeaIBfiomMarch,Z000toNOvember,2003.TheaccumulationcurvefOrthe
speciesnuHnbercollectedwasasymptoticinbothlocations,indicatingthecompletenessofthesamPling・InBogor，
四424individuals,1℃p妃sentedby55speciesin27genela,l7tribesand6subfamiliesweIeCollectedMyrmicinac
wasthemostabundantwithl9speciesG4d6％)andl95別individuals(閃.４％),fbllowedbyFOrmicinaewithl3
species(27.3％)and44/70individuals(15.2％),andPonerinaewithlZspecies(21.8％)and2880individuaIs(9.8
％).Aenictinae,ＤＯＩichoderinacandCcIapachinaehad4(7.3％),４(7.3％)andｌ(1.8％)species,andl716(5.8％)，
832(5.8％)andＺ(0501％)individuals,ICspeCtively・In6species,onlylor2individualswerecOllectedduringthe
studyperiod・MeanwhileinCibinong,19560individuals,卸配sentedby6Zspeciesin29genera,l8tribesand7
subfamilieswerecollected,MynnicinaewasthemostabundantwitM7species(43.6％)anM9Windividuals(25,1
％),fOllowedbyFOImicinaewithl4species(226％)and9061individuals(46.3％),andPonelinaewithl2species
(19.4％)and5ZO9individuals(26`６％)｡Aenictinae,Dolichoderinae,Cel9apachinaeandDOrylinaehad3(4.8％),４
(6.5％),１（1.6％)andｌ(1.6％)species,and鉋2(1.1％),157(0.8％),３(0.02％)andｌ(0.01％)individuals，
respectively､Inllspecies,onlylorZindividualswe妃collectedduringthestudyperiod・BetweenBogorand
Cibinong,４８speciesofallspeciesweMncommon(Jaccaldindexofsimik)ritywas69６％),Inthe11abundant1'class
,６speciesoutofl2werecommoninBogorand8inCibinong,andinthe1lveryIarcmC1ass,１０speciesoutof23in
BogorandZ1inCibinongwerecommon・TheJaccardindexwas岨.９ａｎｄ２９．４fbrtheseclasscs,respectively､The
rankingsimheabundancefOrallantspeciesinthe2siteswcresignificanUycor1℃late｡,asshownbySpeaImanisrank
corMationcoeificient(0501).Totalnumberofspeciespcrsa【nplerangedfiDmSto22inBogorandfmm8to26in
Cibinong､TotalnumberofindividualsfOrallspeciescombinedpersamplemngedffom70tol7S6inBogorand
fiom50o781inCibinong・Ｔｈ１℃eand6majorpeaksinBogorandCibinong,IespectivelyweMbrmedfromtimeto
timeduringthestUdype1iod､SeasonalchangeinthenumberofindividualsfOreachspecieswaseXamined:therewcre
manytypesoffluctuationsin“abundanf，and“commoIf，species・SomenomadicspeclessuchasAe"ic伽ａｎｄ
〃e娩止ge伽,whichwerefOundonlyafewtimesduringthestu町,suddenlyfOnnedvewhighpeaks."RaIc，，and
"veryrale”specieswemeratherevenlywidesp焔adoverthestudypeliod､TimcseriesanalysisbyACFandPACFwas
carriedoutondailyIainfall,themmberofindividualsfOrallspeciescombinedandfOrindividual``abundant，，species
toidentifypotentialpattemsNoclearperiodicitywasdetectedintheseitemsNeithersignificantcross-con℃lation
wasfOundbetweenlainfaliandantpopulations,norbetweenthe“abundant``antspecies．
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（１）アリ類は，熱帯では捕食者として，植物との共生関係など，温帯よりも非常に重要な生態的役割を
果たしている．しかし，熱帯では（特にインドネシアでは）野外での長期間にわたる詳細な生態学的
研究はほとんどない．本研究では，インドネシア西ジャワ州に２調査地を設定し，落とし穴トラップ
を用いて，３．５年間にわたり定期採集して，地表性アリ類の種類組成，個体数レベル，それらの季節
変動を調査した．
（２）調査地と方法
ボゴール植物園内とチビノンのL[PI生物学研究所構内）の小園地（20ｍｘ３０ｍ）に，lPoInoea
c2mea（ヒルガオ科の半低木）を植え付け，地表に30個の落とし穴トラップ（口径７ｃｍ，深さ
１２ｃｍ，保存液を５cKn入れる）を配置し，地表歩行性のアリ類を３．５年（2000年３月～2003年11月）
にわたり，１～２週間おきに連続採集した（合計115回）．
ボゴールは海抜260ｍ，平均年間雨量は，3800ｍｍであり，乾雨季のサイクルは不明瞭である．チビ
ノンは，ボゴールの北北西15kｍにあり，海抜140ｍ，平均年間雨量は，2200ｍｍであり，７～８月
が乾期，１２～２月が雨期である．
採集したアリ類の個体数レベル分け：等比級数則に従って「希少種」（調査期間中の総個体数が１～
／』
』
８），「低密度種」（９～64），「普通種」（65～512），「高密度種」（513～）に分けた． ０
アリ類の採集効率の検討：累積採集種数は，センサスの進行につれてはっきりと飽和曲線になったの
で，調査地内の地上歩行性アリ類の種類相を十分把握できた．
（３）アリ類の種多様性
①ボゴール：調査期間中に合詑9424個体を採集し，これらには６亜科17族27属55種が含まれていた．
最優占亜目はMmnicinae（26種．種数の39％，個体数の66％），ついでFbnnicinae（19種，種数
の29％，個体数の15％），Ponerinae(16種，種数の24％，個体数の10％）であった．Aenictinae，
Dolichoderinaeは４１５位であり，３種(５％）と２種(４%)を含み，個体数は全体の６％，３％を占め
た，種数の多かった属は由jnpoMus（6種)，Paratrechina（4種）andAenictus（4種）であった.シ
ンプソンの多様性指数は3.25であった．
②チピノン：調査期間中に合計19560個体を採集し，これらには７亜科18族29属62種が含まれていた．
種数の最大亜目はMynnicinae（19種．種数の35％，個体数の25％），ついでFMnicinae（14種，
種数の23％，個体数の46%），Ponelinae(12種，種数の19％，個体数の27%）であった．
Dolichoderinae，Aenictinaeは，４，５位であり，４種(７％）と３種(５%）を含み，個体数は全体の
0.8％，１．１％を占めた．種数の多かった属はCan1ponotus（５種)，Crematog曰ster（５種)，．
』！bnomoriuln（５種)，ＰｏｌＪ'rhachis（５種)，Pheidoね（４種)であった,シンプソンの多様性指数は
６．６３であった．
③両地の共通種は48種であり，Jaccardの近似率は70%）であった．近似率は，高密度種では，４３％と
高かく，普通種では10％，低密度種では15％と低かったが，希少種では29％と高かったことは興味深
い．
（３）アリ類の個体数レベル
①ボゴール
採集された55種の種あたり個体数は，１～15703であった．「希少種」は23種（全体の42％・うち
６種は１～２個体しか採集されなかった），「低密度種」は10種，噌通種」は10種，「高密度種」
は12種であった．個体数の上位３種は，肋eidolepZagiaria(Myrmicinae),AnoplolepiSgmcnipes
（Forrnicidae)'AeniCussp､1(Aenictinae)であり，それらの個体数は全体の53.4,12.2,4.2％であっ
た．
②チビノン
採集された62種の種あたり個体数は，１～5856個体まであった．「希少種」は21種（全体の34%・
うち11種は１～２個体しか採集されなかった），「低密度種」は20種，「普通種」は13種，「高密
度種」は８種であった．個体数の上位３種は，AnOpZolepisgracilipes（Formicinae），
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OdOntoponeradenticuIata（Ponerinae)，PheidbIegetonsp．（Myrmicinae）であり，それらの個体
数は全体の29,16,13％であった．
③両地の比較：ボゴールの高密度種（12種）はすべて，チビノンでも採集されたが，種あたり個体数
ランキングは，両地でかなり違いが見られた．ポゴールの最多種肋e虹ojeplagiZmaは，チビノンで
は11位であった．上記12種のうち６種のみがチビノンでも高密度種であった．しかし，両地の種あ
たり個体数ランクは，全体によく相関しており，Speannanの順位相関係数（0.501,Ｐ=0.0003)と
Kendallvsの順位相関(0.341,Ｐ＝０．０００７)は有意であった．
（４）アリ類の個体数の季節変動
①ボゴール
属する種が，ほぼ一定数ずつ出現していた．
個体数：１回あたり採集された総個体数は70～1756まで変動した．調査期間中に個体数の大ピークが
３回形成され（2000年４月，2002年３月，2003年７月．個体数は，それぞれ746,839,1756
であった），ピークへの増加，減少には，それぞれの数ヶ月ずつかかった．ピーク１～３は，特定
の１種の個体数の急増が原因であった（それぞれAenictussp、１，肋eidbmgetonsp、１，
助eidbhplagiariaによる）．高密度種の変動パターンには，いつでも高密度であるが，特に調
査末期に大ピークをつくった種（Rheidbhplagiaria，７－１６７１まで変動），調査初期にピーク
をつくった種（AnOpZolepiSg埴cilipesノ，ピークをつくらなかった種（0dOntQponem
denticulata，囚aratrechinasp、１，ノMbnomri伽destructor，Odontolnac伽ssiKMlilinus)があっ
た．普段ほとんど出現しないが，突然大ピークを形成し，すぐに消失する放浪性の種（Aenictus
splと肋eidolege伽ｓｐ、１．それぞれ３番目，５番目に個体数が多かった）がみられた．．こ
のように高密度グループにも種ごとに様々な個体数変動パターンがあり，普通種にもより低い個体
数レベルにおいて多様なパターンがみられた．低密度種と希少種は，種あたり１回あたり１－数個
体が出現し，出現時期は，調査期間全体にほぼ均等に散らばっていた．
②チピノン
種数：１回あたり採集された総種数は８～26まで変動した．ボゴールと同様に，総種数の変動も，希
少種から高密度種までのグループごとに見た場合も，種数の季節変動は安定しており，どの時期に
も各密度グループに属する種がｂほぼ一定数ずつ出現していた
個体数：１回あたり採集された総個体数は50～781まで変動した．調査期間中に個体数の主要ピークが
６回形成され（2000年３月，2001年３月，2001年11月，2002年７月，2003年５月．2003年７
月．個体数は，それぞれ308,377,396,505,452,781であった），それぞれのピークへの形成過
への増加と減少には，数ヶ月ずつかかり，ピークの形成には，特定種の個体数の急増が原因であっ
た（AgraciIipes，QdenticuIata，Baratrechinasp、１，PheidO1getonsp、１など）．高密
度種の変動パターンには，多様なパターンが含まれていた．普段ほとんど出現しないが，突然大ピー
クを形成し，またいなくなる放浪性の種（〃eidOIegetonsp、１．Ｌ・opaciceps・それぞれ３番目，
６番目に個体数が多かった）がみられた．高密度種にも，普通種にも多様な変動パターンがみられ
た．
③ポゴールとチピノンの共通性と相違点：両地ともサンプル１回あたり総種数および密度グループごと
の種数も，調査期間を通じて安定していた．両地とも増減にそれぞれ数ヶ月ずつかかりときどき大
きなピークが形成されたが，ボゴールではチピノンよりも数が少なく（３回と６回），高いピーク
が形成された．両地どもに，種ごとの変動パターンには，様々なタイプが含まれおり，ときどき突
発的にピークを形成する種がみられた．
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（５）時系列解析
自己相関係数（ACF),傭自己相関係数(PACF)，パワースペクトルをもちいて，日当たり雨量（ボゴールのみ．チピノンの雨量データは欠測値があり，解析に用いなかった），サンプルあたりアリ類の総種数，総個体数，高密度種の種ごと変動の時系列解析をした、日当たり雨量にも，ポゴール，チピノン両地のアリ類の種数と個体数の変動にも，有意な周期性は検出されなかった．ボゴールについては，雨鑿了轤(上記項目)の時系列の交差相関をとったが，有意な結果は得られなか=這~声麺鴎いて高密度種の時系列の交差相関を様々な種間で検討したが，有意な関係はほとんど見られなかった．
学位論文審査結果の要旨
本研究では、イン膜ネシア西ジャワ州のボゴールとチビノンにおいて、地表性アリ類を落とし穴トラップ
により、３．５年間（2000年３月～２００３年１１月、１１５回）定期採集し、種類組成と個体数の季節変動を
調査した。その結果、①ボゴールでは合計29424個体（６亜科１７族２７属５５種）を採集し、優占亜目は
Myrmicinae（２６種)､Formicinae（１９種),Ponerinae（１６種）であり、チビノンでは合計19560個体（７
亜科１８族２９属６２種)､優占亜目はMyrmicinae（１９種)､Formicinae（１４種)､Ponerinae（１２種）であり、
シンプソン多様度指数は３．２５と６．６３であった。②ポゴールでは種あたり１～15703個体か採集され､｢希
少種」は２３種、「低密度種」は１０種、「普通種」は１０種、「高密度種」は１２種であった。チビノンでは
種あたり１～５８５６個体であり、「希少種」～「高密度種」は２１種､２０種、１３種、８種であった。③ボゴー
ルでは１回あたり採集された総種数は５～２２、採集総個体数は７０～１７５６まで季節変動し、個体数ピー
クが３回形成された。チビノンでは総種数は８～２６，総個体数は５０～７８１，６ピークが形成された。両
地とも放浪性の数種による突発的大ピークが見られた。④両地の季節変動データ（雨量、アリ類の総種数、
総個体数、高密度種の個体数）を時系列解析したところ、周期性は検出されず、雨量と高密度、高密度種間
にも交差相関はなかった。このように本研究は、生物多様性および生態学に関する重要な新知見を多数含ん
でおり、本委員会は博士（学術）に値すると判断した。
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